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要  望 

 

 金ケ崎町は、令和３年に「第２期まち・ひと・しごと総合戦略」を策定し、「若者

が夢・希望を持てるまちを創る」「女性にとって魅力的なまちを創る」「活力と特色の

ある地域を創る」を重点戦略として取組を進めております。 

 このような状況の中、当町の念願である金ケ崎拡幅事業が平成２９年度事業化し、

令和２年度にはついに一部区間の着工に至るなど、大変ご尽力いただきましたこと

に深く感謝申し上げます。 

岩手中部（金ケ崎）工業団地は、従来からの自動車・医薬品・半導体産業のほか、

関連業となる運送業・倉庫業・流通業などの新たな進出が続き、地方創生を加速させ

る一大産業拠点が当町において更なる成長を遂げております。しかしながら、当町内

における国道４号の２車線区間では、慢性的な交通渋滞、特に冬期における降雪によ

る交通障害が発生しており、物流のボトルネックとなっております。進出企業や近

隣・周辺住民からも、渋滞解消に効果的な４車線化の早期供用開始を望む声が日に日

に大きくなっております。 

当町にとって国道４号沿線は、これからの人口減少社会におけるまちづくりを考

える上で重要となる、「コンパクト＋ネットワーク」の中心市街地を担う多様な機能

が求められています。拡幅事業を機に、道路インフラ機能の向上、冬期における降雪

による交通障害の解消とともに、当町が推し進めるＪＲ金ケ崎駅及びＪＲ六原駅に

おける駅前周辺整備と連携した公共交通の活性化や民間開発の誘導による賑わい創

出、国土強靱化に寄与する道路環境整備による歩行環境の改善による健康（健幸）福

祉施策、定住対策に効果的な若者や女性に訴求する施策など、住民生活の満足度向上

につながるあらゆる施策との重層的な連携施策を講ずることとしております。 

つきましては、当町の喫緊の課題である定住対策や地域の持続的な発展に非常に

重要な役割を果たす金ケ崎拡幅事業の着実な整備促進を強く求めるものであり、以

下の項目を要望いたします。 





北上金ケ崎ＩＣ

水沢ＩＣ

トヨタ自動車東日本
岩手工場

デンソー
岩手

シオノギ
ファーマ

アイシン東北

事業促進要望
区間
（現在2車線）

L≒5.2km

至 水沢市街
（水沢東バイパス）

＜慢性的な渋滞区間＞

資料：岩手河川国道事務所提供

金ケ崎町役場

＜改良前＞ ＜改良後＞

渋滞距離、

通過時間

＜上り＞600ｍ、5分18秒

＜下り＞500ｍ、2分40秒

＜上り＞160ｍ、1分18秒

＜下り＞200ｍ、 53秒
資料：岩手河川国道事務所提供

三ケ尻交差点改良事業効果
（H28.3.31供用開始）

Ｌ=
1.4㎞

町道拡幅整備
（Ｈ27完成）

至 北上市街
一部４車線供用済
（北上拡幅）

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ 日本郵便 大和ハウス
進出

北上南部工業団地

＜上り＞
△440ｍ、
△4分

【自動車工場から出荷される新車】
（キャリアカー１台で新車７台を輸送）

古寺交差点を通るキャリアカー
約２００便/日（宮城へ出荷）

古寺交差点

アクア

ＣＨ-Ｒ
総面積約311ha
24社が立地

従業員約5,300人

岩手中部（金ケ崎）
工業団地

３

一般国道4号金ケ崎拡幅の必要性及び効果

ヤリス

ヤリスクロス

一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進期成同盟会
金ケ崎町 金ケ崎町議会

R4.1.12（水）岩手日報

トヨタ自動車東日本（R3.7.31岩手日報）
・2021年7月新型小型車「アクア」（2代目）販売開始。
・岩手工場では4車種（アクア、ヤリス、ヤリスクロス、C-HR）を
約30万台/年で生産。
・大衡工場、岩手工場の2011年からの変化

・東北の部品仕入先 約100拠点 ⇒ 1.7倍に拡大
・東北の関連雇用 約8,000人増加
・自動車・部品の出荷額 8,000億円増加



令和元年10月28日
一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進期成同盟会
金ケ崎町 金ケ崎町議会

至・水沢ＩＣ

北上金ケ崎ＩＣ
重要物流道路

（一般国道4号）

六原駅

岩手中部（金ケ崎）工業団地

５

重要物流道路
（町道4車線区間）

町道拡幅整備
（Ｈ27完成）

Ｌ=1.4㎞

豪雪による金ケ崎町内の交通障害の状況

町道新規整備
（Ｈ28完成）

金ケ崎町役場

金ケ崎駅

一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進期成同盟会
金ケ崎町 金ケ崎町議会

R2.12.17（木）岩手日日

一般国道４号 金ケ崎町西根縦街道北地内

東北自動車道

令和２年12月16日 大雪による渋滞状況

R4.2.22（火）胆江日日

令和４年２月21日 大雪による渋滞状況
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○ 東日本大震災後、自動車関連企業では部品供給を行う企業の進出・設備投資拡大を通じて、東北全体の復興に貢献

○ 岩手県は自動車関連の製造品出荷額が増加しており、対象地区周辺（県南地域※）は県内生産の９割以上を占める

■自動車関連の製造品出荷額の増加が期待

図１ 県南地域の企業進出状況（累計）

■自動車関連の製造品出荷額の高いシェア

■県南地域における企業の進出・設備投資が加速

※県南地域：花巻市、北上市、金ケ崎町、奥州市、平泉町、一関市

北上市
14社

盛岡貨物ターミナル

花巻市
以北
3社

一関・平泉
11社

奥州・金ケ崎
15社

自動車メーカーの
生産工場が立地

秋田県

宮城県

・愛知県から部品を鉄道輸送
(1～2往復/日)
・盛岡～金ケ崎間を、約60便/日

大衡工場を経由し仙
台塩釜港(国際拠点
港湾)より搬出

凡例
自動車関連企業
からの搬入
愛知県からの部品
の搬入
完成車の搬出

岩手県

宮城県
2社

秋田県
5社

(釜石市)
(5社)

※釜石港経由

▼自動車関連の部品・完成車の輸送

一般国道４号
金ケ崎拡幅
対象区間

高規格道路
高規格道路（事業中）
一般国道
国道４号（岩手県内・2車線]）
国道４号（岩手県内・4車線）
国道４号（岩手県内・事業中）

釜石港

図3 輸送用機械器具製造品出荷額の推移

・アクア、C-HR生
産開始により生
産額が増加
・R2年3月よりヤリ
ス、R2年10月より
ヤリスクロス生産
開始
・R3年7月より新型
アクア生産開始

自動車関連企業の進出を支援する国道４号
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※県南地域：花巻市、北上市、金ケ崎町、奥州市、平泉町、一関市

世界有数の半導体企

業の進出もあり、県南

地域では新設及び増設

企業数が顕著に増加

資料：岩手県提供データ

図2 東北地方県別の輸送用機械器具製造品出荷額

（単位：億円）

岩手県
6,510
33％

岩手県が東北一
約6,500億円

うち、県南地域が
約9割以上

2

資料：R1工業統計
R1岩手県工業統計調査報告書

※県南地域：県南広域振興局圏内
（花巻市、北上市、西和賀町、金ケ崎町、奥州市、遠野市、平泉町、一関市）
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資料：各年工業統計,
H24・28経済センサス
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一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進期成同盟会
金ケ崎町 金ケ崎町議会

県内各地・隣県等に自動車
関連企業が多数進出し、部
品輸送・完成車輸送等に係

る物流交通が発生



役　　職 所　属　団　職 氏　　名

１ 会　長 瘤木自治会 田　口　　信

２ 副会長 金ケ崎町商工会 菊 地  淸 晴

３ 副会長 トヨタ自動車東日本㈱ 永 坂　雅 彦

４ 幹　事 金ケ崎町自治会長連絡協議会 山 口　秀 雄

５ 幹　事 (公社)岩手県トラック協会水沢支部 海 鋒　徹 哉

６ 幹　事 金ケ崎町交通安全母の会 岩 下　敬 子

７ 会　員 金ケ崎町観光協会 高 杉  郁 也

８ 会　員 金ケ崎企業クラブ 森 分　清 孝

９ 会　員 中村自治会 松 田　隆 雄

１０ 会　員 清水端自治会 及 川　四 郎

１１ 会　員 荒巻自治会 菅 原　英 男

１２ 会　員 下平沢自治会 千 葉　正 男

１３ 会　員 東町自治会 太　田　　光

１４ 会　員 谷地上自治会 千 田　一 三

１５ 会　員 谷地下自治会 及 川　俊 孝

１６ 会　員 横道下自治会 小野寺　正嘉

１７ 会　員 三菱製紙㈱北上事業本部 太 田　禎 二

１８ 会　員 奥州商工会議所 鎌 田　卓 也

１９ 会　員 アテルイの里胆江工業クラブ 永 坂　雅 彦

２０ 会　員 北上商工会議所 佐 藤　直 也

２１ 会　員 北上工業クラブ 谷 村  久 興

２２ 会　員 岩手ふるさと農業協同組合　 後 藤　元 夫

２３ 会　員 (公社)岩手県トラック協会北上支部 藤 村  秀 一

２４ 会　員 イオンスーパーセンター金ケ崎店 髙 田　一 則

２５ 会　員 北日本銀行金ケ崎支店 齊 藤　正 樹
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一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進期成同盟会　会員名簿



令和元年度

実施年月日 事　業　内　容

事業促進要望（岩手県県土整備部）

※八重樫県土整備部長ほか２名

事業促進要望（国土交通省岩手河川国道事務所）

※佐近裕之所長ほか７名

事業促進要望（国土交通省東北地方整備局）

※高田昌行局長ほか３名

事業促進要望（国土交通省）

※菊地身智雄技監　池田豊人道路局長

事業促進要望（財務省）

※太田充主計局長

事業促進要望（国土交通省）

※長橋和久道路局次長

事業促進要望（国土交通省）

※赤羽国土交通大臣

令和２年度
実施年月日 事　業　内　容

事業促進要望（国土交通省岩手河川国道事務所）

※平井康幸所長ほか３名

事業促進要望（岩手県県土整備部）

※中平善伸部長ほか２名

事業促進要望（国土交通省東北地方整備局）

※梅野修一局長ほか３名

事業促進要望（国土交通省）

※吉岡幹夫道路局長

事業促進要望（財務省）

※藤﨑雄二郎主計局主計官

令和３年度
実施年月日 事　業　内　容

３．５．２４ 令和３年度期成同盟会総会

事業促進要望（国土交通省岩手河川国道事務所）

※平井康幸所長ほか３名（写真①）

事業促進要望（国土交通省東北地方整備局）

※稲田雅裕局長ほか３名（写真②）

事業促進要望（岩手県県土整備部）

※田中隆司部長ほか３名（写真③）

事業促進要望（国土交通省）※Ｗｅｂ要望

※大西英男副大臣（写真④）

事業促進要望（国土交通省）※Ｗｅｂ要望

※佐々木正士郎道路局次長（写真⑤）

事業促進要望（国土交通省）

※加藤鮎子大臣政務官（写真⑥）
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一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備
事業促進期成同盟会主な活動の歩み

１．５．２０

２．９．１７

２．９．１７

１．５．２０

１. ５．２１

１．７．２

１．７．２

１．１０．２８

２. ９．１７

２．９．２３

２．９．２３

４．３．１５

２．２．２１

３．７．５

３．７．５

３．７．１４

３．７．２８

３．７．２８
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写真⑤ 写真⑥

 活 動 状 況 写 真（令和3年度）
写真① 写真②

写真③ 写真④

R3.5.24

東北地方整備局

稲田雅裕局長

岩手県

県土整備部

田中隆司部長

R3.7.14

国土交通省

大西英男副大臣

R3.7.28

国土交通省

佐々木正士郎

道路局次長

藤原崇

衆議院議員

東北地方整備局

岩手河川国道事務所

平井康幸所長

R3.7.5 R3.7.5

R3.10.13
R3.7.28 国土交通省

加藤鮎子

大臣政務官
R4.3.15
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大 会 決 議 

 

岩手県南地域で最も交通渋滞が激しい一般国道４号金ケ崎区間の交通渋滞を解消し、

地域の生活環境及び地域産業並びに地域雇用の振興に寄与することを目的として、平

成２２年度に設立した「一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備早期着工促進期成同

盟会」による早期着工促進要望活動も、本年で７年目を迎えた。 

期成同盟会設立後、岩手中部（金ケ崎）工業団地では、自動車関連産業の集積が行わ

れ、より一層の産業振興及び雇用創出が図られているほか、隣接する北上南部工業団

地内では、東北最大規模の「日本郵便株式会社岩手郵便局」が５月から本格的に業務を

開始し、また物流拠点としては北東北最大級となる「大和ハウス工業株式会社物流セ

ンター」が今年の１０月に完成予定など、物流の一大拠点化も進んできているところ

である。 

今般、関係機関のご尽力により、三ケ尻交差点改良事業が完成し、交差点周辺の渋滞

が大きく緩和されるとともに、町民の念願であった金ケ崎区間約５．２キロメートル

の４車線化が事業化された。 

ボトルネックで、慢性的な渋滞が発生しているこの区間が、早期に解消されないこ

とには、県南地域における生産性の向上、関連企業の進出等による地域経済の発展、雇

用の拡大等につながっていかない。 

よって、早期の４車線化整備が望まれることから、拡幅整備事業促進を目的とした

「一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進期成同盟会」に名称を変え、決意

を新たに『国道４号金ケ崎拡幅の調査等事業促進』及び『道路整備に必要かつ十分な予

算の確保』について強く要望し、大会決議とする。 

 

 

 平成２９年６月２３日 

      一般国道４号金ケ崎区間４車線拡幅整備事業促進総決起大会 


